
西日本OBサッカー連盟関西 Ⅴ・Aクラス大会 in桃源郷運動公園 Aクラス報告 

 

日時：2025年９月２０日（土） 

場所：桃源郷運動公園（天然芝） 

参加者：14名 

 

第 1試合 13:40 KO 

京都暁 FC 4−0 和歌山シニア 

前半 1―0（得点者：古新） 

後半 3―0（得点者：山田、五家、松本） 

 

[前半] 

裏へのパスも相手のオフサイドラインにかかる場面多く得点に至らず。相手のミスから、フリーキックをもらい裏へ

抜け出した古新が冷静に決めて先制得点。その後抜け出した山田がキーパーかわしシュートも枠を捉えられず。 

 

[後半] 

松本から山田へのパスをカットされたこぼれ球を池端が拾い、ドリブルで左サイド上がりクロスを山田がヘッドで叩

きつけゴールで 2点目。松本からのパスを五家がゴールで 3点目。相手バックパスを松本が奪ってゴールで 4点

目。 

 

前半相手のディフェンスサインラインが高く幾度となくオフサイドトラップにかかったが、後半は修正ができ攻撃の

リズムが掴めた。DF陣、キーパー辻本の活躍で無失点に抑え終わってみれば 4-0で快勝であった。 

 

第 2試合 15:20 KO 

京都暁 FC 1−1 八尾シニア 

前半 0―0 

後半 1―1（得点者：古新） 

 

[前半] 

終始暁ペースで試合を進めるが、決定的なチャンスをなかなか作れない。古新、松本、などがゴールに向かいシュー

トを放つもキーパーに好セーブされる！前半最後、佐治が右サイドから持ち込みシュート、惜しくも右サイドネット。 

そこで前半終了 

 

[後半] 

開始から暁ペース、しかしなかなかバイタルエリアに侵入出来ない。ミドルシュートを放つも、ゴールの枠を捕えきれ

ない。そんな展開の中、ディフェンス陣も攻撃参加していたところ、相手にボールを奪われてカウンターを仕掛けら

れる、相手攻撃選手１名が前残りしていた、そのままボールをドリブルで持ち込まれ、キーパー辻本と 1対 1にな

る、これを相手が冷静に決め 0-1と先制される。再開後、暁は相手のゴールに襲いかかり、すぐにコーナーキックの

チャンスを迎える。佐治からの右コーナーキック――ボールは大きく弧を描き、ファーサイドの左奥へ流れる。そこに

走り込んだ堤がボールを受け、五家へ落とす！すかさず再びクロスを上げる。今度は逆サイド右奥へ！そこへ待ち構

えていた佐治がゴール前に折り返す、ゴール前に詰めていた古新がシュート。キーパーが弾くもゴールへ吸い込まれ

た。これでスコアは 1対１となる。その後、両チーム決定機はなく、そのまま試合は 1-1の引分で終了した。 



 

暁のボールポゼッション率は高かったが、ミスパスやオフサイドも多く、相手に阻まれることが多かった。また縦パ

スが中央になかなか入れられず、バイタルエリアになかなか侵入できなかった。決定的なチャンスを作れなかった。

八尾 FCさんの守備も素晴らしかった。 

報告者 松本 啓一 

足立 浩一 

 


